
次期環境基本計画　施策体系（案） 資料2

1 地球温暖化対策計画制度の円滑な運用 継続

2 目標設定型排出量取引制度の実施 継続

3 事業活動における省エネルギー対策の促進 継続

4
県有施設の省エネルギー化など温室効果ガス排出削減対策の

率先的な実施
継続

5
建築物環境配慮制度の運用などによる低炭素建築物の普及拡

大
継続

6 住宅の省エネ対策の実施 継続

7 脱炭素社会の実現に向けたライフスタイルへの転換 継続

8 脱炭素社会の実現に向けた環境学習の推進 継続

9 ＥＶ・ＰＨＶなど電動車の普及促進 拡充

10 運輸・物流の低炭素化の推進 継続

11 自家用車から公共交通への利用転換や自転車活用の推進 継続

12 フロン類の適正管理の指導・啓発 継続

13 フロン類のモニタリング調査 継続

14 CO2の吸収・貯蔵機能の向上を図る森林の整備 継続

15 太陽光やバイオマス、地中熱などの再生可能エネルギーの利用 継続

16 使用エネルギーの非化石価値化の推進 新規

17 災害時に活用可能な太陽光発電設備などの導入支援 拡充

6
エネルギーの効率的な利用

の推進
18

コージェネレーションシステムや燃料電池によるエネルギーの効率

的利用
継続

19 気候変動への適応策の推進 継続

20 暑さ対策（ヒートアイランド対策）の推進 継続

21 気候変動に関する情報収集と情報提供 拡充

22 ごみを減らすライフスタイルの普及促進 継続

23 食品ロス削減の促進 拡充

24 県の率先行動と市町村支援 継続

25 プラスチックを資源とした循環的利用の推進 新規

26 リサイクル製品の認定 継続

27 資源循環工場の適切な運営管理 継続

28
下水汚泥を活用したガス発電や廃熱利用など廃棄物の持つエネ

ルギーの活用
継続

29 浄水発生土のセメント原料化など再資源化の促進 継続

30 建設廃棄物の再資源化など各種リサイクル法の円滑な実施 継続

32 廃棄物処理施設の適正な維持管理の促進 継続

33 不法投棄の未然防止・早期発見・早期対応の徹底 継続

34
ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ)、石綿等の有害廃棄物の適正処

理
継続

35 安全・安心な県営処分場の運営、研究 継続

36 廃棄物処理業界のイメージアップと人材育成 継続

37 市町村による持続可能な廃棄物処理の推進 新規

38 災害廃棄物対策の推進 継続

現計画との対比

5
再生可能エネルギーの利用

拡大

7

３　廃棄物

の適正処

理の推進

10 廃棄物の適正処理の推進

31
廃棄物の排出事業者・処理業者への指導強化及び適切な行

政処分の実施の実施

11
廃棄物処理のレジリエンス

及び継続性の強化

継続

3
運輸部門における環境配

慮の推進

4

ＣＯ２以外の温室効果ガ

ス対策と森林吸収源対策

の推進

Ⅰ　環境に

優しい脱炭

素社会、循

環型社会づ

くり

１　気候変

動対策の

推進

1

産業・業務部門における温

室効果ガス排出削減対策

の推進

2
家庭部門におけるライフスタ

イルの転換

長期的な

目標
施策の方向 今後の施策 主な取組（案）

気候変動への適応策の推

進

２　資源の

有効利用

の推進

8 リデュース、リユースの推進

9
廃棄物及び廃棄物エネル

ギーの有効活用の推進
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現計画との対比
長期的な

目標
施策の方向 今後の施策 主な取組（案）

39 特別緑地保全地区など地域制緑地の指定 継続

40 公有地化の推進 継続

41 ふるさとの緑の景観地の指定・維持 継続

42 見沼田圃の保全・活用・創造 継続

43 みどりの三富地域づくりの推進 継続

44 地域と調和した都市農業の振興 継続

45 豊かな緑を保全・創出する公園整備 継続

46 校庭などの芝生化 継続

47 緑やSDGsを学ぶ環境の整備 新規

48 壁面緑化や屋上緑化などの施設緑化 継続

49 緑化計画届出制度の充実 継続

50 県有施設などの身近な場所の緑化 継続

51 緑を守り創る活動の支援と促進 継続

52 彩の国みどりの基金やさいたま緑のトラスト基金の運営 継続

53 都市と山村の連携による森づくり 新規

56 森林の病虫獣害防止対策の実施 継続

57 県産木材の利用促進・率先活用 継続

58 埼玉県生物多様性保全戦略の推進体制整備 拡充

59 県民による自然環境保全活動の推進 継続

60 自然公園や自然ふれあい施設の整備と活用 継続

61 希少野生動植物種の保護増殖の実施 継続

62 希少野生動植物の継続的調査と普及啓発 継続

63 野生鳥獣による生態系などへの被害の防止 継続

64 野生鳥獣の生息状況調査や狩猟などによる個体数管理 継続

65 野生鳥獣を保護管理する担い手の育成・確保 継続

66 野鳥における鳥インフルエンザなどの対策の実施 継続

67 外来生物の情報収集及び駆除 継続

68 アライグマの計画的防除 継続

69
下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽などの生活排水処

理施設の転換促進
継続

70 浄化槽台帳システムの整備 新規

71 県民・企業と連携した水辺空間の活用 新規

72 川との共生に取り組む地域団体などへの活動支援 拡充

73 豊かな水と緑を育むNext川の再生の推進 継続

74 水質・土壌などの汚染の監視（常時監視） 継続

75 工場・事業場に対する規制遵守指導及び土壌・地下水の汚染拡散の防止 継続

76 異常水質事故対策の推進 継続

79 河川表流水による水道用水供給事業及び工業用水道事業の実施 継続

80 雨水利用など水の効率的・合理的利用の促進 継続

81
既存住宅への雨水貯留浸透施設の整備及び透水性アスファル

ト舗装による歩道整備
継続

82 大気の汚染の監視（常時監視） 継続

83 工場・事業場に対する規制遵守指導 継続

84 微小粒子状物質（PM2.5）対策の推進 継続

85
揮発性有機化合物（VOC）対策など、光化学スモッグによる健

康被害の未然防止
継続

86 ディーゼル車運行規制の実施やアイドリングストップの指導 継続

87 バイパス整備、交差点改良などによる交通渋滞の緩和 継続

88 建物解体現場などにおける石綿飛散防止対策の推進 拡充

89 化学物質に関する情報公開や事業者の環境コミュニケーション活動の促進 継続

90 化学物質の適正管理と災害対策の促進 継続

91 ダイオキシン類対策の推進 継続

92 放射性物質の監視、測定 継続

93 騒音・振動・悪臭対策の推進 継続

94 事業所における公害防止体制の整備 継続

95 公害苦情・紛争の適正な対応 継続

７　安全な

大気環境

等の確保

14 森林の整備・保全

54 里山や平地林の整備・保全・活用

継続

24 身近な生活環境の保全

78 健全な水循環構築に向けた取組の実施 継続

22 安全な大気環境の確保

23 環境リスクの低減

観測や規制の的確な運用等による地盤沈下防止対策の推進 継続

６　恵み豊

かな川との

共生と水環

境の保全

20
公共用水域・地下水及び

土壌の汚染防止

21
水循環の健全化と地盤環

境の保全

77

５　生物多

様性の保

全

18
侵略的外来生物の計画的

防除

19 水辺空間の保全と共生

13
身近な緑の創出及び基盤

づくり

16
希少野生動植物の保護の

推進

県民参加による森づくりの推進55

15
生物多様性保全の全県展

開

Ⅱ　安心、

安全で恵み

豊かな環境

づくり

４　みどりの

保全と創出

12 身近な緑の保全

継続

17
野生鳥獣の適正な保護管

理
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現計画との対比
長期的な

目標
施策の方向 今後の施策 主な取組（案）

96 環境分野のSDGsの企業の取組支援 拡充

97 中小企業の環境・エネルギー分野のビジネス支援 継続

98 環境に配慮した農業の振興や地産地消の推進 継続

99 環境マネジメントやグリーン購入などの推進 継続

100 試験研究の成果や環境情報の発信 継続

101
自然史標本、動植物の生息記録などの生物多様性情報の収

集及びデータベースの作成
継続

（再掲）気候変動への適応策の推進

102 産官学と交流及び連携した共同研究の推進 継続

103 環境科学の振興 継続

104 海外との共同研究や技術協力 継続

28 エネルギー利用に配慮したまちづくり 105 エネルギーが途絶えないまちづくりの推進 新規

106 グリーン・ツーリズムの推進 継続

107 史跡・名勝・天然記念物などの指定 継続

108 地域の特性を生かした景観づくりの推進 継続

109 大規模開発事業における生態系の保全 継続

（再掲）ごみを減らすライフスタイルの普及や食品ロス・事業系ご

み削減の促進

（再掲）緑を守り創る活動の支援と促進

（再掲）緑やSDGsを学ぶ環境の整備

（再掲）SAITAMAリバーサポーターズプロジェクトの推進

110 地域の清掃活動団体の活動支援 継続

111 彩の国ロードサポート制度の推進 継続

112 環境の保全と創造に取り組む県民、企業、市民団体などへの支援 継続

113 九都県市を中心とした連携の推進 継続

（再掲）緑を守り創る活動の支援と促進

（再掲）川との共生に取り組む地域団体などへの活動支援

114 環境学習の担い手の育成 継続

115 環境保全活動の担い手の育成 継続

116 学校における環境教育の推進 継続

117 ボランティアや企業と連携した環境学習の支援 継続

118 子どもの自主的な環境活動の支援 継続

119 環境科学国際センターによる各種公開講座の実施 継続

120 自然の博物館による学校支援、レファレンス対応の充実 継続

121 自然体験など様々な機会における環境学習の実施 継続

（再掲）低炭素社会に向けた環境学習の推進

（再掲）ごみを減らすライフスタイルの普及や食品ロス削減の促

進

（再掲）廃棄物処理業界のイメージアップと人材育成

（再掲）緑やSDGsを学ぶ環境の整備

（再掲）自然公園や自然ふれあい施設の整備と活用

30

環境の保全と創造に取り組

む県民、企業、市民団体な

どとの交流・連携

31 環境を守り育てる人づくり

Ⅲ　環境に

配慮した産

業・地域・

人づくり

８　経済と

の好循環と

環境科学・

技術の振

興

25
環境に配慮した事業活動の

支援

26 環境情報の収集及び提供

27
環境科学の振興と国際貢

献

９　地域資

源の活用と

交流・連携

による地域

づくり・人づ

くり

29
環境と共生する地域づくりの

推進
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